
 

特定非営利活動法人 ブルーカーボン・ネットワーク 

 

2022年度事業報告書 

 

１ 事業の成果 

2022年度は、国内外のブルーカーボンの情報を収集し、記事を作成してホームページへの掲載、

ニュースレターの発行を行い、広く情報を発信した。支援事業については、支援体制を整えるた

めの準備として、全国各地の事例に関する情報収集を行った。普及啓発事業については、一般や

会員に向けた研修会を開催し、取り組み事例を共有した。調査研究事業については、廉価・平易

な藻場調査手法の技術を確立するため、熱海にて実証実験を重ね機器類の調整を行ったが、同海

域での実験だけではデータの取得が困難だったため出張調査を実施した。その他この法人の目的

を達成するために必要な事業については、法人を円滑に運営するための基盤整備として、熱海市

内でのネットワークを形成した。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 事 業 内 容 
実 施 

日 時 

実 施 

場 所 

従事者

の人数 

受益対象

者の範囲

及び人数 

事業費の

金額 

（千円） 

① 情報発信事

業 

国内外の取り組みを記

事にしてホームページ

に掲載 

通年 

法人事務

所 
１人 

不特定多

数 
332 

ホームページの管理運営 随時 

ニュースレターの発行 12月31日 
会員 

１３４名 

② 支援事業 
支援体制を整えるための

情報収集 
通年 

法人事務

所 
１人 

準備段階

のため 

０名 

100 

③ 普及啓発事

業 

ブルーカーボン研修会の

開催 
2月17日 

法人事務

所／オン

ライン 

１人 

会員及び

一般 

２４名 

270 

環境勉強会の実施 

12月28日 

2月10日 

2月21日 

2月22日 

2月28日 

3月20日 

3月24日 

熱海市内 

会員及び

一般 

６６名 



3月25日 

④ 調査研究事

業 
藻場調査手法の開発 通年 熱海市内 １人 

不特定多

数 
1,100 

⑤その他この

法人の目的を

達成するため

に必要な事業 

法人の基盤整備 通年 熱海市内 １人 

準備段階

のため 

０名 

100 

 

 



（別紙） 

事業に関する追加報告 

 

① 情報発信事業 

② 支援事業 

 

2022年の主な事業 

３月：「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」主催の業種交流会参加 

   ※朝日新聞取材 

５月：未来創造部によるブルーカーボン体験プログラムスタート 

６月：未来創造部による熱海でコアマモの移植 

８月：特定非営利活動法人認証取得 

   ※全国のパタゴニア店舗でのパネル展示 

９月：岩波ブックレット『ブルーカーボンとは何かー 温暖化を防ぐ「海の森」ー』刊行 

10月：静岡市立高等学校、熱海高等学校に海の環境学習出前授業実施 

   ※パタゴニア主催：草の根活動団体が集まるセミナー合宿で活動紹介 

12月：東京ビッグサイト「エコプロ2022」でブルーカーボンやネットワークについて紹介 

※その他：熱海での見学受け入れ、メディアからの取材を多数受けました 

 

③ 普及啓発事業 

■日本や世界の取り組みを週１～２本、コンパクトな記事をウェブサイトで紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ■フェイスブックページの開設およびサポーターグループで情報共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■定期的なセミナーで学びと情報共有の場づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④ 調査研究事業 

平易・迅速・廉価な藻場分布調査手法を研究中 

 

（調査研究例）藻場分布調査船を開発し、試行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 法人の基盤整備 

NPO法人設立に向けた準備、および地元熱海市や県内でのネットワークを形成 


